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繁
期
か
ら

擁
難
鶴
輪
撚

・
雛
離
　
　
難
撚
　

南江

す
労
働
に
労
働
を
重
ね
時
間

の
不
足
か
ら
調
理
は
簡
単
な

栄
養
を
考
え
な
い
溝
腹
感
を

一
戴
き
た
い
も
の
で
き
5
．
、

’
よ
く
喰
い
だ
め
は
出
．
釆
な
い

夏
へ
の
健
康

と
申
し
ま
す
が
栄
養
は
一
時

的
に
多
分
に
摂
る
も
の
で
な

く
毎
日
の
三
度
の
食
事
／
＼

が
大
事
な
も
の
で
、
病
気
を

し
て
家
の
中
が
暗
く
経
済
的

に
困
る
よ
9
少
な
い
投
資
を

毎
日
続
け
大
き
な
健
康
の
資

産
を
築
い
て
獄
き
た
い
も
の

で
す
。
＼

こ
れ
か
ら
夏
に
入
り
子
供
の

疫
痢
、
日
本
脳
炎
、
小
児
卿
、

　
ヒ
等
又
大
人
噸
に
は
赤
痢
共
通

の
食
中
審
、
日
射
病
、
腸
炎

　等

類
え
あ
げ
た
ら
き
多
の
な

　
い
程
私
達
の
身
辺
に
は
不
幸

　
を
希
っ
て
い
る
悪
魔
か
っ
き

　
ま
と
っ
て
汐
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
又
家
族
の
、
去
向

防
護
で
こ
れ
ら
の
疾
息
か
ら

護
る
た
め
に
充
魚
、
岬
な
注
意
と

新
た
な
考
え
方
暗
、
太
陽
の
恵

み
を
一
バ
イ
に
浴
び
て
明
る

い
楽
し
い
農
繁
期
と
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
叉
夏
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
希
望
い
た
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
．
ズ
、
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デ
ン
マ
ー
ク
は
酪
農
王
国
、

人
口
が
少
な
く
完
全
雇
用
で

社
会
保
償
が
進
ん
で
卦
り
、

農
業
国
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
と

し
て
必
ず
引
用
さ
れ
る
こ
の

国
民
の
生
活
は
ど
う
な
の
だ

ろ
う
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
パ

ン
の
こ
と
を
“
ス
モ
ー
ア
ブ

ロ
ツ
ト
”
と
い
う
。
ス
患
」

ア
ブ
ロ
ツ
ト
と

は
バ
タ
ー
の
“
慧

味
で
バ
ン
に
は

必
ず
バ
タ
ー
を

つ
け
る
。
や
は

り
酪
歳
王
国
だ
。

“
欝

鱒
・

‘
テ
レ
ビ
蟷

薯
船
、
及
し
て
箸
笏
、
寧
、
の

放
送
は
八
時
か
ら
十
時
ま
で

9
．
一
時
腸
だ
け
。
日
本
の
よ

う
に
の
ぺ
つ
幕
な
し
と
い
う

の
で
は
な
い
。
い
か
に
も
勤

労
を
尊
び
働
く
、
遊
ぶ
の
け

じ
め
が
は
っ
き
り
し
て
い
る

国
柄
ら
し
い
。
日
本
の
放
送

健
康
世
帯
な
ど

一
、
昭
和
三
十
一
【
葦
、
度
国
民
健

　
康
保
険
健
康
世
帯
表
彰

　
昭
和
三
十
五
年
度
中
ご
家

　
族
全
員
健
康
で
受
診
証
を

　
使
わ
な
か
っ
た
左
の
方
々

　
の
表
彰
式
が
去
る
五
月
二

　
十
日
館
林
市
分
福
セ
ン
タ

　
ー
に
分
い
て
行
わ
れ
ま
し

　
た
。

　
本
年
度
表
彰
式
に
は
よ
り

　
多
く
の
表
彰
世
帯
の
出
来

　
ま
す
こ
と
を
希
望
し
ま
す
c

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

｝

状
態
を
話
す
と
「
そ
れ
鴫
、
日
　
無
敷
の
ブ
ー
ル
が
出
来
、
二
、

本
人
は
い
つ
働
く
の
か
」
と
　
三
日
照
れ
ば
埃
の
爆
暮
・
．
．
｝
い

聴
か
れ
る
と
い
う
。
こ
ん
な
　
う
日
本
の
現
状
か
ら
見
・
・
O
と

点
「
も
っ
て
模
範
と
す
る
」
　
う
ら
や
詐
．
、
し
い
話
。
道
路
を

に
足
る
そ
）
で
あ
る
。
こ
の
　
見
れ
ぱ
そ
の
国
、
県
、
市
町

国
で
は
無
名
の
一
市
民
で
も
　
村
の
政
治
が
わ
か
る
と
い
わ

結
婚
し
た
り
死
亡
し
た
9
す
　
れ
る
が
、
こ
の
．
一
事
を
見
て

る
毫
真
9
そ
記
事
が
出
も
デ
ン
了
ク
の
政
、
樽
、
塚
達

る
．
）
人
口
の
少
な
い
せ
い
も
　
の
セ
ン
ス
が
想
像
一
し
う
。
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
様
に
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
れ
た
国
で

　
　
　
　
失
業
の
な
い
国
　
あ
9
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
．
自
殺
者
は
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
多
く
、
論
駄

あ
ろ
う
が
い
か
に
櫓
国
を
挙
　
れ
も
若
い
人
．
に
多
い
と
い
う

捗
て
一
一
家
団
ら
ん
と
い
う
空
　
か
ら
不
思
議
だ
。
然
し
原
函

気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
て
気
持
　
は
生
活
苦
と
い
う
の
な
ど
全

が
よ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
く
な
．
く
失
恋
と
か
公
金
か
い

道
路
は
ど
ん
な
田
舎
の
小
道
　
帯
の
麟
句
の
果
て
と
い
う
ヶ

で
も
車
の
入
る
程
度
の
道
な
　
ー
ス
が
多
い
。
浮
世
の
悩
み

ら
完
全
舗
装
が
し
て
あ
り
自
　
は
ど
こ
の
国
に
も
共
通
ら
し

動
車
は
二
人
に
一
台
の
割
合
　
い
。

て
普
及
し
て
い
る
。
降
れ
ば
　
　
　
　
　
「
春
秋
」
よ
り
抜
粋
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
川
島
幸
助
■
近
藤
ぶ
ん

　
森
利
三
郎
　
　
新
井
新
一

　
隻
原
保
　
柴
田
賢
次

奥
野
仲
蔵

小
久
保
恒
治
　
松
本
栄
次
郎

　
福
田
乙
一
　
集
野
松
五
郎

瀬
山
茂
三
郎
　
吉
田
丈
一
駕

　
岸
　
秀
俊
　
　
小
林
養
一

　
島
田
明
治
　
　
関
谷
誠
一

　
福
田
貞
治
　
　
水
野
新
一

　
新
井
』
与
輔
　
　
　
新
井
、
ミ
チ

　
鎌
塚
嘉
徳
　
　
鈴
，
不
平
宕

　
　
表
彰

ー
持
田
藤
作
　
　
福
島
庄
次

平
山
小
一
郎

二
、
永
年
勤
続
国
民
健
康
保
険

　
運
営
委
員
表
彰

　
多
年
π
亘
り
本
事
業
の
進

　
展
に
貢
献
し
た
三
名
の
方

　
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
杉
田
彌
平
、
水
野
八
郎
、

　
小
林
忠
一

三
、
昭
和
三
丁
五
年
匪
瑳
坑
衛

　
生
優
良
世
帯
表
彰

　
日
常
家
屋
内
外
の
清
潔
整

　
頓
に
精
励
し
た
方
々
が
表

　
彰
を
受
け
．
ま
し
た
、

　
松
本
芳
治
、
関
口
清
重
、

　
岡
部
市
作
、
舟
橋
党
三
郭

四
、
精
励
衛
生
委
員
象
彰

　
部
．
落
内
の
壌
境
、
予
防
衛

　
生
峯
業
に
精
励
し
た
左
O

　
方
々
が
表
彰
を
受
け
ま
し

　
た
．
、

　
萩
原
貞
之
、
橋
本
嘉
四
却

　
反
町
為
助
、
柴
准
松

　
岡
都
宗
助
、
ー
杉
田
政
由

　
ヤ
ヌ
ア

ハ
皇
翼
ゾ

　
　
募
金
の
御
礼

　
昭
和
一
二
・
†
ふ
ハ
伍
－
度
白
↑
い
羽

根
募
金
を
区
長
さ
ん
を
通
じ

痴
願
い
致
し
謙
、
“
し
た
と
こ
ろ

皆
さ
ん
の
御
協
力
に
，
φ
り
左

記
の
通
り
完
了
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
㊨
礼
申
上
げ
る
と

共
に
ご
報
告
い
た
℃
ま
す
。
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予
定
納
税
に
つ
い
て
の
注
意
点

七
月
は
予
定
納
税
の
月
ゆ
、
ふ
，
’

待
望
の
減
税
が
実
現
』
、
細

め
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
次
の
点
に
注
意
し
な
が

ら
、
七
月
甲
に
必
ず
納
税
を

す
ま
せ
る
よ
う
壽
願
い
し
ま

す
。七

月
末
日
ま
で
に
予
定
納
税

す
る
金
額
は
税
務
暑
か
ら
と

ど
い
た
予
定
納
税
基
進
．
額
〇

三
分
の
二
」
あ
9
ま
す
c
期

限
に
遅
れ
ま
す
と
利
子
税
な

ど
余
分
な
も
の
が
か
か
9
ま

す
。
と
こ
ろ
で
税
務
署
の
基

窪
額
を
．
確
か
め
た
い
．
万
は
検

算
を
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の

三
、
要
素
に
蓮
葱
し
て
下
さ
い

①
ム
ユ
ζ
で
扶
養
競
族
で
あ
っ

た
配
偶
考
は
七
万
円
の
扶
養

控
除
、
隻
け
て
い
ま
し
た
が

今
度
の
改
正
で
九
万
円
が
控

除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
配
偶
者

が
な
い
と
か
、
あ
っ
て
も
五

万
円
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

．
合
従
来
五
万
円
φ
、
あ
っ
た
第

　
一
入
目
の
扶
養
控
除
は
七
万

円
に
な
り
ま
し
た
。
第
二
人

目
は
騨
律
三
万
円
で
あ
っ
た

　のか、

改
め
ら
れ
て
十
五
オ

以
上
は
五
万
円
、
十
五
オ
未

②
專
餐
者
掘
除
の
あ
る
人
は

青
色
な
ら
限
度
額
と
し
て
十

二
万
円
（
二
山
⊥
延
オ
以
上
）

九
万
円
（
二
十
五
オ
朱
満
）

白
色
な
ら
十
五
オ
以
上
噺
律

　
七
万
円
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

満
は
三
万
円
と
な
り
ま
し
九
。

③
昭
和
三
十
六
鉦
，
分
所
得
税

の
予
定
納
税
額
の
通
書
区
分

欄
の
　
（
診
）
に
記
載
さ
れ
た

課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
に
対

し
最
低
税
率
一
割
の
適
用
限

度
は
十
五
万
円
、
一
割
五
分

の
適
用
範
圏
は
十
五
万
円
超

四
十
万
円
ま
で
、
二
割
の
適

用
範
囲
は
四
十
万
円
超
七
十

万
円
ま
で
と
な
多
ま
し
た

⇔
事
業
の
成
績
が
よ
く
て
税

務
署
の
通
知
額
よ
り
自
分
の

見
積
額
が
多
く
な
る
人
は
、

七
月
中
に
予
定
申
告
を
し
て

予
定
納
税
額
を
ふ
や
し
て
納

め
れ
ぱ
来
年
の
確
定
申
告
φ
、

　
幽
時
に
多
く
の
税
金
を
納
め

る
苦
労
が
少
な
く
な
り
ま
す

㊧
杏
，
年
新
し
く
商
工
業
、
医

業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
始

め
た
人
で
、
扶
養
控
除
の
金

　
　
＆
＆
＆
　
＆
＆
＆
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な
な
む

住
民
税
の
賦
課
に
つ
い
て

　
　
　
　
六
二
、
髭
二
〇
円

額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
所

得
金
額
が
基
礎
控
除
の
九
万

円
以
上
に
な
る
人
は
七
月
甲

に
予
定
申
告
を
、
一
5
る
必
要
が

あ
リ
オ
ニ
タ
ロ

⑳
襲
承
認
の
籍
ば
．
六

月
一
日
の
現
況
㎡
、
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
ナ
が
六
月
二

日
か
ら
七
月
一
日
ま
イ
、
の
間

に
休
業
、
転
業
、
，
災
害
、
盗

難
、
医
療
費
の
支
出
な
ど
が

減
る
場
合
に
．
は
、
七
月
一
貝

の
現
況
で
計
箕
し
て
七
月
十

五
日
ま
で
に
滅
額
承
認
の
申

請
書
を
税
務
署
へ
出
せ
ば
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
、
、

ま
た
さ
き
に
減
額
申
請
を
し

て
あ
る
場
合
で
、
そ
の
見
積

税
額
が
さ
ら
に
滅
少
す
る
と

見
こ
ま
れ
る
人
は
前
の
申
請

を
修
正
す
る
申
請
書
を
。
七
月

十
五
日
ま
で
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
＆
＆
＆
　
　
＆
＆
＆
＆

本
年
度
の
住
民
税
は
基
準
と
｝

な
る
農
業
所
得
が
相
当
に
向

上
し
て
お
る
こ
と
に
よ
る
。

昨
年
は
養
蚕
も
予
想
外
に
ょ

く
、
養
蚕
家
を
よ
ろ
こ
ぱ
し

又
秋
に
は
台
風
も
な
く
天
候

に
め
ぐ
ま
れ
て
米
も
自
然
増

収
で
か
る
く
供
米
も
貫
徹
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

右
の
様
な
事
情
で
皆
様
の
住

民
税
を
計
算
す
る
標
準
が
（

税
務
暑
に
て
決
定
し
て
そ
れ

に
よ
っ
て
確
定
申
告
を
、
丁
る

）
昭
和
三
十
四
年
度
分
と
ひ

か
く
し
て
見
る
と
養
蚕
に
し

て
熊
谷
税
務
培
管
内
平
．
伯
、
三

十
％
、
米
に
し
て
十
九
％
、

給
与
に
し
て
二
十
％
の
上
昇

を
見
で
澄
り
ま
す
の
で
、
．
て

れ
に
つ
れ
て
住
民
税
も
平
均

二
十
％
の
債
上
が
り
に
な
っ

て
諭
り
ま
す
，
．

な
澄
、
不
明
の
点
が
あ
り
ま

し
九
ち
税
務
課
ま
で
御
出
下

さ
い
。

’




